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主な記事
●ニュースファイル
●今月の技術情報
●理事会だより
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10・11月合併号は沢山の写真を載せてみました。
これから雪を間近に寒さが厳しくなりますが、農作業と
健康には十分気をつけてくださいね。



　
９
月
２
日
に
八
幡
小
学
校
３
年
生
が

親
子
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
に
て
当
Ｊ
Ａ
の

野
菜
集
出
荷
施
設
と
試
験
ハ
ウ
ス
の
見

学
に
来
て
頂
き
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い

に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
楽

し
ん
で
頂
け
た
よ
う
で
し
た
。
普
段
見

る
事
の
出
来
な
い
野
菜
の
撰
果
の
様
子

や
、
め
ず

ら
し
い
野

菜
達
に
子

供
達
も
大

興
奮
で
し

た
。 八

幡
小
3
年
生
親
子
レ
ク
で

　
　
撰
果
施
設
・
試
験
圃
場
を
見
学

Ｊ
Ａ
い
し
か
り
役
員
作
況
調
査
実
施

　
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
役
員
と
関
係
職
員
が
参
加
し
て
、
今
年
度
の
作
物
の

生
育
や
出
荷
状
況
を
調
査
す
る
作
況
調
査
が
９
月
１０
日
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
ベ
ジ
タ
ブ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
青
果
物
の
共
撰
出
荷
状

況
を
確
認
後
、
高
岡
地
区
に
本
年
度
新
規
就
農
さ
れ
た
千
喜
良
　
高
さ

ん
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
施
設
を
視
察
し
、
生
振
地
区
で
は
水
稲
基
準
田
に
て

石
狩
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
山

口
係
長
よ
り
作
柄
の
状
況
を
説
明
し

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
ホ
ク
レ
ン

農
業
総
合
研
究
所
（
札
幌
市
東
区
）

を
訪
れ
、
残
留
農
薬
分
析
や
食
品
分

析
に
つ
い
て
担
当
者
よ
り
説
明
を
頂

き
な
が
ら
施
設
を
見
学
し
、
ホ
ク
レ

ン
の
安
心
安
全
な
農
産
物
生
産
に
向

け
た
取
組
を
視
察
し
ま
し
た
。

佐藤青果課長より共撰出荷状況の説明

千喜良さんのミニトマト施設視察 普及センターより米作柄状況説明

お腹いっぱいスイカを食べました

さやえんどう撰果を見学

はじめて見る野菜に興味しんしん



　
資
産
運
用
部
会
視
察
研
修
が
１０
月
２２
日

〜
２３
日
に
会
員
２３
名
参
加
の
下
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ま
ず
初
め
に
、
札
幌
市
中
央

区
に
あ
る
大
和
ハ
ウ
ス
の
マ
ン
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
訪
問
し
、
そ
の
後
、
千
歳

市
に
あ
る
e
c
o
a
ハ
ウ
ス
の
モ
デ
ル
ハ
ウ

ス
展
示
場
を
見
学
し
、
昼
食
後
、
一
路
、

十
勝
方
面
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　
芽
室
町
に
到
着
後
、
明
治
十
勝
チ
ー
ズ

工
場
を
訪
問
し
、
歴
史
や
製
造
工
程
の
見

学
・
試
食
な
ど
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

た
後
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
大
平
原
に
無
事

到
着
し
ま
し
た
。
夕
食
を
兼
ね
た
懇
親
会

で
は
、
茎
津
理
事
長
の
挨
拶
、
来
賓
で
あ

る
Ｊ
Ａ
吉
田
代
表
理
事
組
合
長
の
祝
辞
、

系
統
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
及
び
ホ
ク
レ
ン
よ

り
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
吉
田
副
理
事
長
の

乾
杯
で
始
ま
り
、
参
加
者
一
同
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。
２

日
目
は
、
音
更
町
の
柳
月
ス
イ
ー
ト
ピ
ア

ガ
ー
デ
ン
に
て
買
い
物
を
満
喫
し
た
後
、

ビ
ー
ト
資
料
館
を
訪
問
し
、
館
長
に
よ
る

甜
菜
糖
業
の
歴
史
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ

い
た
後
、
池
田
ワ
イ
ン
城
に
て
昼
食
・
買

い
物
を
楽
し
み
、
２
日
間
の
視
察
研
修
を

無
事
に
終
了
し
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

ecoaモデルハウスを見学する会員の皆さん

池田ワイン城にて記念撮影

平
成
27
年
度
資
産
運
用
部
会

　
　
　
　
　
　
視
察
研
修
会
開
催

年
金
友
の
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　
年
金
友
の
会
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
１０
月
６
日
に
石
狩
市
樽
川
の

「
い
し
か
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
に
て
会
員
１９
名
が
参
加
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
台
風
の
影
響
や
悪
天
候
が
続
く
中
で

の
奇
跡
的
に
秋
晴
れ
と
な
っ
た
空
の

下
、
日
頃
か
ら
プ
レ
ー
さ
れ
て
い
る
方

や
久
し
ぶ
り
に
プ
レ
ー
さ
れ
る
方
な
ど

様
々
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
笑
顔
で
気
持

ち
良
い
汗
を
か
い
て
プ
レ
ー
を
し
て
い

ま
し
た
。
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
結
果
、
男
性
の
部
は
中
田
守
さ
ん
、

女
性
の
部
は
小
川
美
智
子
さ
ん
が
優
勝

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
毎
年
こ
の
企
画
を
楽
し
み
に
さ
れ
て

い
る
方
も
多
く
、
来
年
も
皆
さ
ん
元
気

で
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
頂
き
ま

す
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
年
金
を
こ
れ
か
ら
受
給
さ
れ
る
方
や

当
Ｊ
Ａ
口
座
に
指
定
替
え
さ
れ
た
方

は
、
是
非
、
入
会
さ
れ
ま
し
て
旅
行
や

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

　
尚
、
年
金
友
の
会
で
は
新
会
員
を
随

時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
入
会
を
ご
希
望
の
方
は
本
支
店
金
融

窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

みなさん和やかにプレーしていました 秋晴れでパークゴルフを楽しみました



　
本
年
の
米
麦
乾
燥
調
製
施
設
の
稼
働
も
残
り
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。
小
麦
に
つ
い
て
は
７
月
中
旬
よ
り
受
入
を
開
始

致
し
ま
し
た
が
、
刈
り
取
り
序
盤
の
悪
天
候
に
よ
り
刈
り
取

り
が
下
旬
に
集
中
、
最
大
受
入
日
量
６
０
０
ｔ
超
を
記
録
し

施
設
処
理
能
力
超
過
に
よ
る
受
入
制
限
を
実
施
し
た
為
、
組

合
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
。
ま

た
製
品
出
来
高
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
麦
全
体
で
前
年
比
約

１
３
０
％
の
４
３
９
２
ｔ
と
過
去
最
高
を
記
録
致
し
ま
し
た
。

　
米
も
９
月
下
旬
よ
り
受
入
を
開
始
致
し
ま
し
た
が
、
天
候

不
順
で
な
か
な
か
刈
り
取
り
が
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
品
質
的
に
は
低
タ
ン
パ
ク
米
が
多
く
歩
留
ま
り
率
も
高

く
、
収
量
も

昨
年
同
様
の

４
万
８
千
俵

を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　
調
製
も
残

り
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た

が
米
麦
乾
燥

調
製
施
設
職

員
一
同
、
最

後
ま
で
頑

張
っ
て
参
り

ま
す
。

青
年
部
試
験
栽
培
事
業
　

　
　
　
さ
つ
ま
い
も
収
穫
と
対
面
販
売

　
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
青
年
部
（
部
長
増
田
崇
紘
）
は
１０
月
１５
日
、
農
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

試
験
圃
場
で
栽
培
し
て
い
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
規
農
産
物
試
験
実
施
５
年
目
と
な
る
今
年
は
圃
場
内
約
8a
に
紅
あ
ず
ま
、
鳴
門
金

時
、
安
納
い
も
、
パ
ー
プ
ル
ス
ウ
ィ
ー
ト
ロ
ー
ド
の
サ
ツ
マ
イ
モ
４
品
種
の
他
、
今
年
か

ら
新
た
に
芋
焼
酎
の
原
材
料
で
知
ら
れ
る
コ
ガ
ネ
セ
ン
ガ
ン
の
作
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
は
タ
イ
ヤ
ロ
ー
ダ
ー
で
一
度
畦
を
掘
り
起
こ
し
そ
の
後
、
馬
鈴
薯
収
穫
に
使

用
す
る
デ
ィ
ガ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
イ
モ
に
傷
が
付
か
な
い
よ
う
慎
重
に
掘
り
上
げ

ま
し
た
。
又
、
収
穫
後
は
高
温
多
湿
の
状
況
を
作
っ
た
専
用
の
保
存
機
の
中
で
お
よ
そ
２

日
間
キ
ュ
ア
リ
ン
グ
処
理
を
施
し
、
よ
り
糖
度
の
高
い
サ
ツ
マ
イ
モ
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
１０
月
２４
日
に
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
地
物
市
場
と
れ
の
さ
と
に

て
青
年
部
員
が
焼
き
芋
の
実
演
販
売
を
行
い
ま

し
た
。
独
特
の
甘
い
香
り
に
誘
わ
れ
た
来
場
者

か
ら
も
「
ほ
く
ほ
く
し
て
お
い
し
い
」
と
反
応

も
上
々
で
、
部
員
の
面
々
も
手
応
え
を
得
た
様

子
で
し
た
。
又
、
同
青
年
部
は
芋
焼
酎
の
醸
造

も
計
画
中
で
早
け
れ
ば
来
年
の
秋
ご
ろ
販
売
さ

れ
る
予
定
で
す
。

平
成
27
年
産
の

　
　
米
麦
の
出
来
高
報
告

収穫作業後にサツマイモを手に微笑む青年部員

対面販売された糖度の高いサツマイモ

支援センター圃場にて収穫作業



ゴボウ料理食材の説明に聞き入る様子

ゴボウを手掘するあぐりっこ達（HBC撮影） 

作りたてのゴボウチップを試食する出演者と生産者（HBC撮影） 

大嶋浩司さん圃場にて収穫体験

　
１０
月
２３
日
に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
提
供
の
テ
レ
ビ
番
組
「
森
崎
博
之
の

あ
ぐ
り
王
国
北
海
道
」（
Ｈ
Ｂ
Ｃ
放
送
）
の
収
録
が
石
狩
市
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
初
に
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ゴ
ボ
ウ
の
栽
培
に
つ
い
て
、
生
振
第
８

組
合
大
嶋
浩
司
氏
の
圃
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
見
る
収
穫
前
の
ゴ
ボ

ウ
の
葉
や
砂
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
事
に
出
演
者
一
同
驚
い
て
お
り
ま
し

た
。
又
、
あ
ぐ
り
っ
こ
隊
に
よ
る
手
堀
り
収
穫
体
験
で
は
ゴ
ボ
ウ
を
一
生
懸

命
引
っ
張
っ
て
も
抜
け
な
か
っ
た
の
が
、
畝
間
に
機
械
で
溝
を
切
っ
て
収
穫

す
る
と
た
く
さ
ん
の
長
い
ゴ
ボ
ウ
が
楽
に
収
穫
で
き
て
、
初
め
て
の
体
験
に

大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
収
穫
後
に
は
あ
ぐ
り
っ
こ
隊
が
頑
張
っ
て
く
れ
た

の
で
、
大
嶋
さ
ん
が
畑
で
ゴ
ボ
ウ
チ
ッ
プ
を
調
理
し
て
く
だ
さ
り
関
係
者
一

同
た
い
へ
ん
美
味
し
い
と
絶
賛
で
し
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
地
物
市

場
と
れ
の
さ
と
に
場
所
を
移
し
、
店
内
を
ス
タ
ッ
フ
の
井
上
さ
ん
の
案
内
で

美
味
し
い
ゴ
ボ
ウ
の
見
分
け
方
や
安
納
い
も
な
ど
ゴ
ボ
ウ
料
理
に
必
要
な
食

材
を
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。
店
内
に
あ
る
加
工
施
設
で
は
ス
タ
ッ
フ
で
野

菜
ソ
ム
リ
エ
の
大
迫
さ
ん
に
教
え
て
頂
き
な
が
ら
あ
ぐ
り
っ
こ
隊
に
「
ゴ
ボ

ウ
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
」
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
通
称
「
大
学
ゴ
ボ
ウ
」
や

「
ゴ
ボ
ウ
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
」
を
試
食
し
ま
し
た
。
ゴ
ボ
ウ
の
香
り
と
甘
み

が
有
り
と
て
も
美
味
し
い
と
出
演
者
一
同
完
食
し
て
い
ま
し
た
。

　
撮
影
に
ご
協
力
頂
い
た
大
嶋
さ
ん
ご
家
族
、
親
戚
の
皆
さ
ん
お
忙
し
い
中

大
変
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま
し
た
。
又
、
今
回
収
録
し
た
あ
ぐ
り
王
国
北
海

道
の
放
送
日
は
１１
月
１４
日
（
土
）
午
後
5
時
か
ら
の
予
定
で
す
の
で
、
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

あ
ぐ
り
王
国
北
海
道
Ｉ
Ｎ
い
し
か
り



♪JAいし
かりホクレンSSからお知らせです♪♪JAいし
かりホクレンSSからお知らせです♪♪JAいし
かりホクレンSSからお知らせです♪ししかか
好評キャンペーン中！好評キャンペーン中！好評キャンペーン中！

　
１０
月
１
日
に
Ｓ
Ｔ
Ｖ
ど
さ
ん
こ
ワ
イ
ド
で
Ｊ
Ａ
自
動

車
共
済
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
回
の
宣
伝
で
は
「
お
見
積
も
り
だ
け
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
い
う
自
動
車
共
済
の
お
見
積
も

り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
損
保
か
ら
J
A
共
済
へ
の
切
り
替

え
を
目
指
し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
J
A
共
済
の
お
見

積
も
り
を
実
際
に
見
て
割
安
な
掛
金
で
加
入
で
き
る
事

を
知
っ
て
い
た
だ
き
損
保
よ
り
切
り
替
え
い
た
だ
く
推

進
に
繋
げ
る
為
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
加
入
後
の
自
動
車
事
故
対
応
も
J
A
い

し
か
り
は
万
全
な
体
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す
の
で
皆
様

の
友
人
や
知
人
に
も
是
非
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
自
動
車
共
済
を

Ｔ
Ｖ
生
中
継
で
Ｐ
Ｒ

JA自動車共済PRの
平松係長と岸野職員

※上記サイズ以外も特価にてご提供いたします！詳しくはスタッフまで！

ホクレン八幡給油所
石狩市八幡1丁目422-3　TEL 0133-66-3927

ホクレン花畔給油所
石狩市花畔360番地58　TEL 0133-64-2119

★ オイル交換 ★★ オイル交換 ★★ オイル交換 ★

期間中 オイル１㍑ 200円引き！！！

期間：11月30日迄

★ 冬タイヤ大特価 ★★ 冬タイヤ大特価 ★★ 冬タイヤ大特価 ★ 期間：11月30日迄

4本セット価格（作業工賃･税込）経済的♪

キャンペー
ン

限定♪

ブリヂストン
ダ ン ロップ
ヨ コ ハ マ

REVO GZ
W M 0 1
I G 3 0 +

155/65R13
¥36,000
¥28,000
¥28,000

ブリヂストン
ダ ン ロップ
ヨ コ ハ マ

W 3 0 0
S V 0 1
I G 9 1

¥25,920



『農協法公布記念日にあたって～　　
平成27年11月19日』

北海道農業協同組合中央会 

   　　  会　長　飛　田　稔　章
　昭和22年11月19日に農業協同組合法（農協法）が制定され、今年で68年目を迎えました。
　戦後の食料不足等の混乱期に、農業者の協同組織の発達を通じ、農業生産力の増進と農業者の経済的・社会的地位
の向上をはかり、国民経済の発展に寄与することを目的として、農協法が制定され農協が設立しました。　
　農協は「農民による農民のため組織」として、協同組合原則に掲げる「自主・自立」「民主的運営」の基本に立ち、相互扶
助の精神のもと、幾多の困難な状況を乗り越え、組合員の経営と生活の安定並びにより良い地域社会の実現をめざし、各
種事業を展開しながら今日に至っています。
　言うまでもなく、農協法は農協の組織・事業を運営する基本法として極めて重要な役割を担っておりますが、農協法公
布記念日を契機に、改めて農協の原点に立ち返り、その意義と役割について共通認識を深めることが重要であります。
　このような中、過般、農協改革法案の成立、TPP交渉の大筋合意という我が国の農業・JAに係る極めて大きな情勢変化
があったところです。
　農協改革については、法改正と農業所得の向上の関係などに関して、いまだに納得のいく説明なり理解が進まない一
方で、准組合員制度のあり方や監査の仕組みなどの重要案件について今後の検討課題となっており、改めて地域農業の
振興や農協運営への影響がないよう、政府に対する働きかけを含め、関連する取組みを進めていく必要があります。
　一方、TPP交渉については、交渉参加12か国の閣僚会合を経て、去る10月5日による大筋合意がなされた経過にあります。
　交渉に関する情報開示が極めて不十分であり、国民的議論もないままに大筋合意という結果に至ったことに対して強い
憤りを覚えるとともに、生産現場においては、今回の合意内容と国会決議との整合性をはじめ、これまでの交渉の取り進
め方には到底納得がいかない状況にあります。
　農業のみならず他の分野の合意内容についても全容が不明瞭であり、交渉を担ってきた政府・与党においては、国民と
の約束ともいえる国会決議と今回の合意内容との整合性や各分野の合意内容の全貌について説明責任を果たす必要が
あります。　
　我 J々Aグループ北海道としては、これらの状況を見極めつつ、今後の取組みを再構築した中で、農業経営をはじめ地域
農業・地域社会の持続的発展に支障がないよう、関係方面への働きかけなど最大限の努力を傾注してまいる所存です。
　TPP交渉だけに限ったことではありませんが、国民との信頼関係がなければ国を形づくることは不可能であります。
　とりわけ地方創生が叫ばれている中にあっては、各地域の声に十分に耳を傾け、真に国民に寄り添った対応が国には求
められているのではないでしょうか。　
　かかる状況のもと、先般、3年に一度のJA北海道大会が開催され、【北海道550万人と共に創る「力強い農業」と「豊かな
魅力ある農村」】に関する決議がなされたところであります。
  農業は、関係者それぞれの自助努力とともに、一般消費者・地域住民の理解と協力のもとに成り立つ産業であり、今回の
決議事項にはその思いが込められております。
　組合員・ＪＡ・連合会・中央会が各々の役割を再認識するとともに、ＪＡグループ北海道がより一体となり総合力を十分
発揮した中で、大会決議事項を着実に実践していくことが大会開催の真の目的であります。　
　前述のとおり、農業・JAを取り巻く環境は激動しており、生産現場では将来に対する不安が渦巻いております。
　しかしながら、我々農業者・JAグループは、農業という生命産業に携わっているという責任感と自負心のもと、この情勢
変化の中から今後に向けた取組みを見い出していくとともに、農業・JAに対する幅広い理解と共感を得る不断の努力を行
いながら、長年にわたり先人が築き上げた本道農業並びに農業協同組合の基盤をさらに発展させ、後世にしっかり継承
するよう共に頑張ろうではありませんか。
　今後とも、本道農業並びにＪＡがますます発展することを心より祈念し、農協法公布記念日にあたってのご挨拶といたし
ます。
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畑  作

秋まき小麦「雪腐病」防除徹底で茎数維持を！
～ 薬剤選択して早期防除でもOK！～

 2  薬剤防除　※薬剤効果のカギは、散布後の降水量！！

　例年「雪腐病」による廃耕や欠株及び茎数不足が生じるほ場があります。
　特に、初雪が根雪となり根雪期間の長期化や滞水するほ場条件で発生しやすい「褐色雪腐病」による
被害が大きくなっています。
　雪腐病は、根雪期間や排水条件等により発生の差が大きく、発生予測が難しい病害です。必ず防除を
実施し翌春の茎数確保に努めましょう。
　特に「ゆめちから」の耐雪性は「中」なので十分留意しましょう。

※使用薬剤については、地域の防除基準等で確認し正しく使用して下さい。

 1  耕種的防除

☆雪腐病防除のポイント

＝ 雪腐病が発生しやすい条件 ＝
●排水不良
●積雪期間長い（積雪下で感染する）
●連作ほ場（土壌中の菌密度が高まる）
●は種時期遅い（越冬前生育量不足）

○フロンサイドＳＣ（水和剤）
○シルバキュアフロアブル
○ラ ン マ ン フ ロ ア ブ ル

散布後～根雪までの降水量150mm以内なら効果持続 
散布後～根雪までの降水量　85mm以内なら効果持続
散布後～根雪までの降水量150mm以内なら効果持続

：
：
：

＝ 対　策 ＝
●翌春の融雪材散布（雪を早く融かす）
●停滞水を作らない
　（融雪水排除のため、根雪前ほ場に溝切
　りをしておく）

（１）以下の薬剤は散布後～根雪までの降水量が多くても残効が長い！

（２）残効の長い薬剤で、計画的な防除を実施しましょう！

☆ブームスプレーヤ（フロンサイド＋ランマン混用防除）
10月 25日頃～11月上旬が目安。

※現在の薬剤の中では、最も防除効果の高い組み合わせ！
防除時期

11月上～中旬が目安。
※シルバキュアフロアブル単剤は、褐色小粒菌核病以外の雪腐病では、効果が
　劣る場合があるため、ランマンフロアブルの混用が必須である。

防除時期

☆ラジコンヘリ（シルバキュア＋ランマンの混用防除）



17日

18日

24日

25日

29日

30日

3日

7日

10日

15日

16日

理事会だより

9月のあゆみ

20日

21日

22日

26日

29日

30日

監事協議会道外視察研修～２３日

４地区合同緊急農政対策会議

スポーツ祭り実行委員会

秋の石狩味楽会

資産運用部会視察研修～２３日

農事組合長会議

定例理事会

まるごとフェスタ会長会議

農業委員会総会

石狩市都市計画審議会

ホクレン監事会・理事会

2日

6日

7日

9日

12日

13日

14日

15日

16日

19日

20日

10月のあゆみ

第8回定例理事会　～9月16日～

◆ 審 議 事 項 ◆
①
②
③
④

第２四半期自治監査結果について
いしかり漬け加工事業の新規取り組みについて
人事規程の一部変更について
管理規程の一部変更について

①
②
③
④
⑤
⑥

農産物出荷状況について
北海道による常例検査の実施について
内部審査結果について
経営定期点検実施報告（半期）について
半期ディスクロイジャーの開示について
農業委員会総会について

第9回定例理事会　～10月26日～

◆ 審 議 事 項 ◆
①
②
③
④
⑤

全国監査機構・一般監査結果について
貸付金の申込み査定について
個人情報取扱規程の一部変更と新設について
固定資産の取得について
出資金の減口について

◆ 報 告 事 項 ◆
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪

農産物出荷状況について
内部審査結果について
平成28年度新規採用者の内定について
平成27年度共済コンプライアンス点検実施報告について
第28回ＪＡ北海道大会の開催について
新穀感謝祭について
4地区合同ＪＡ役員研修会の実施について
マイナンバー制度に伴うお知らせについて
石狩市産業経済功労賞について
年末年始の営業について
農業委員会総会について

◆ 報 告 事 項 ◆

東京石狩会（東京）～５日

年金友の会パークゴルフ大会

ホクレン監査～８日（北見）

石狩農業について報道機関との学習会

防火協会視察研修会

組合長会道外視察研修～１４日

北海道・常例検査～１６日

ＪＡ全国大会～１５日

農業委員会農地パトロール

４地区ＪＡ常務・参事会議

北海道農協米対策本部委員会

企画会議

ホクレン理事会・監事会

サッポロライス取締役会

巡回ドック（花畔支店）

農業委員会総会

ＪＡ北海道大会に係る説明会

花畔備蓄タンク開所式

石狩市農業委員会現況調査

石狩地区農作物作況調査

ＪＡいしかり役員作況調査

企画会議

定例理事会

マイナンバー制度に係る研修会



本　　店　石狩市八幡2丁目332番地11　TEL（0133）66-3321
花畔支店　石狩市花畔1条1丁目2番地　　TEL（0133）64-2205

JAいしかり


